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　日本篆刻家協会主催「第32回 日本篆刻展」が平成28年4月20日（水）から
4月24日（日）まで開催された。

　昨年までの会場である兵庫県立美術館王子分館 原田の森ギャラリーが耐震
工事により使用できず、兵庫県立美術館本館ギャラリー棟３階に会場を移して
の開催となった。
　安藤忠雄氏設計による斬新かつモダンな本館に展示された作品群は、古典
に基づいた本格的な作品から近代的で目新しい先駆的作品まで、まさに「温故
知新」建物の雰囲気とマッチしていて見る者の目を楽しませた。
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第32回 日本篆刻展開催

ケース内に特別展観の『硯』
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第
三
二
回
日
本
篆
刻
展
は
、
公
募
作
品

四
七
点
（
昨
年
比
△
六
点
）、
会
員
作
品

二
二
四
点
（
昨
年
比
△
一
点
）、
委
員
作
品

一
八
一
点
（
昨
年
比
△
二
〇
点
）、
常
任
委
員

作
品
二
〇
一
点
（
昨
年
比
△
五
点
）、
役
員

作
品
二
〇
八
点
（
昨
年
比
六
点
増
）
の
合
計

八
六
一
点
（
昨
年
比
△
二
十
六
点
）
が
展
示

さ
れ
た
。
近
年
出
品
数
の
減
少
が
目
立
っ
て

い
た
が
、
今
年
度
は
二
．九
％
の
減
少
に
と
ど

ま
っ
た
。

　

特
別
展
観
と
し
て『
会
員
所
蔵
中
国
硯
＂
そ

の
歴
史
と
美
”』
と
題
し
て
展
示
が
な
さ
れ
た
。

古
代
硯
か
ら
四
大
名
硯
ま
で
の
系
統
立
て
た
展

示
と
解
説
パ
ネ
ル
の
掲
示
に
よ
り
、『
硯
』
に
つ

い
て
充
分
な
知
識
の
習
得
と
鑑
賞
を
す
る
こ
と

が
出
来
、
貴
重
な
勉
強
の
機
会
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
篆
刻
家
協
会
の
公
式
行
事
と

し
て
昨
年
実
施
さ
れ
た
、
南
寧
で
の
『
第
二

回
日
中
篆
刻
芸
術
展
「
上
善
若
水
」』
開
幕
式

参
加
訪
中
団
の
活
動
報
告
に
つ
い
て
も
、
パ

ネ
ル
展
示
で
の
報
告
が
あ
っ
た
。

併
設
の
『
第
三
回
小
中
学
生
篆
刻
作
品
展
』

に
は
、
今
年
も
全
国
各
地
か
ら
四
九
三
点
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
三
年
続
け
て
五
〇
〇
点

近
い
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
内
訳
と
し
て
、

小
学
一
年
生
二
一
点
、
小
学
二
年
生
四
〇
点
、

小
学
三
年
生
六
三
点
、
小
学
四
年
生
七
五
点
、

小
学
五
年
生
七
六
点
、
小
学
六
年
生
一
〇
六

点
、
中
学
一
年
生
四
五
点
、
中
学
二
年
生

三
六
点
、
中
学
三
年
生
三
一
点
で
あ
っ
た
。

三
年
連
続
出
品
の
＂
常
連
篆
刻
家
”
も
あ
り

定
着
し
つ
つ
あ
る
様
に
感
じ
た
。
作
品
も
篆

書
を
使
い
古
典
に
基
づ
い
た
本
格
的
な
作
品

か
ら
、
似
顔
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
た
肖
形

印
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
み
な
が
ら
篆
刻

に
携
わ
っ
て
い
る
風
景
が
想
像
で
き
、
微
笑

ま
し
く
感
じ
た
展
覧
で
あ
っ
た
。（
黒
田
玉
洲
）

　

四
月
二
十
三
日
午
後
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

二
〇
二
名
が
参
加
し
た
。
第
三
十
二
回
展
の

概
要
報
告
お
よ
び
本
年
度
審
査
員
の
紹
介
の

後
、
賞
状
賞
品
授
与
に
移
っ
た
。
公
募
・
会

員
・
委
員
の
部
で
は
、
会
員
推
薦
賞
、
秀
作
賞
、

特
選
、
日
本
篆
刻
展
奨
励
賞
の
受
賞
者
が
紹
介

さ
れ
、
真
鍋
井
蛙
副
理
事
長
か
ら
代
表
者
に

賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。
常
任
委
員
・
評
議
員

の
部
で
は
、
日
本
篆
刻
展
優
秀
賞
、
同
準
大
賞
、

同
大
賞
、
梅
舒
適
賞
の
受
賞
者
が
紹
介
さ
れ
、

井
谷
五
雲
理
事
長
か
ら
各
人
に
賞
状
・
副
賞

が
手
渡
さ
れ
た
。
ま
た
寄
託
賞
に
つ
い
て
は
、

神
戸
市
長
賞
・
神
戸
市
教
育
委
員
会
賞
は
神

戸
市
市
民
参
画
推
進
局
文
化
交
流
の
吉
國
雅

博
担
当
課
長
か
ら
、
兵
庫
県
知
事
賞
・
兵
庫

県
教
育
委
員
会
賞
は
兵
庫
県
企
画
県
民
部
芸

術
文
化
課
の
白
川
智
子
副
課
長
か
ら
、
兵
庫

県
芸
術
文
化
協
会
賞
は
兵
庫
県
芸
術
文
化
協

会
の
高
橋
利
雄
総
務

部
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
者
各
人
に
贈
ら

れ
た
。
そ
し
て
来
賓

紹
介
に
続
き
、
兵
庫

県
白
川
智
子
副
課
長

の
祝
辞
が
あ
り
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
大

賞
受
賞
の
大
倉
章
義

氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

（
松
本
雅
至
）

第
三
十
二
回 

日
本
篆
刻
展 「
授
賞
式
」

特別展観の硯に見入る参観者あいさつをする井谷理事長

受賞者代表による謝辞

真鍋副理事長から受賞者代表に授与

兵庫県企画県民部芸術文化課の白川智子副課長

神戸市市民参画推進局文化交流の吉國雅博担当課長

兵庫県芸術文化協会の高橋利雄総務部長井谷理事長から個別に優秀賞を授与　

特別展観の硯

自分の作品を見つける家族
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井谷理事長のあいさつを聞く全国からの参加者

紹介される梅舒適賞受賞者

主な来賓

祝辞をのべる蓑豊館長

　

第
八
回
日
本
篆
刻
家
協
会
役
員
展
が
茨
城
県

古
河
市
の
篆
刻
美
術
館
に
お
い
て
四
月
二
十
九

日
（
金
）か
ら
六
月
二
十
三
日
（
木
）ま
で
の

約
二
ヶ
月
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
展
示
し
た
役
員
の
軸
装
作
品
が
参
事
・

理
事
が
三
十
九
点
、
常
務
理
事
以
上
が
三
十
八

点
に
、
関
東
地
区
の
参
与
・
評
議
員
の
額
装
作

品
十
点
を
加
え
て
計
八
十
七
点
で
し
た
。

　

五
月
八
日
に
は
井
谷
五
雲
新
理
事
長
の
来
館

が
あ
り
、
篆
刻
美
術
館
の
伊
藤
館
長
へ
の
表
敬

訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。展
示
の
観
覧
の
あ
と
、

昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
伊
藤
館
長
と
の
懇
談
が

行
わ
れ
、来
年
の
臨
時
の
措
置
に
よ
る
展
示
や
、

今
後
の
役
員
展
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
積
極
的

な
意
見
交
換
が
あ
り
、
有
意
義
な
訪
問
と
な
り

ま
し
た
。

　

篆
刻
美
術
館
は
古
河
市
の
城
下
町
に
あ
り
、

且
つ
て
は
、江
戸
か
ら
の
水
運
の
港
も
栄
え
た
、

史
跡
の
数
多
く
残
る
街
で
も
あ
り
ま
す
。
第

二
次
大
戦
の
戦
禍
も
う
け
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
史
跡
巡
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
る
方

も
多
く
、
こ
の
蔵
造
り
の
美
術
館
に
も
見
学
に

訪
れ
て
頂
け
た
よ
う
で
す
。

　

五
月
に
は
、
千
葉
県
の
東
京
湾
の
西
端
に

あ
る
館
山
市
を
中
心
に
組
織
す
る
館
山
篆
会

か
ら
は
、
バ
ス
を
仕
立
て
た
団
体
で
の
見
学

や
、
都
内
の
書
道
会

の
団
体
参
観
も
あ

り
、
期
間
中
の
観
覧

者
は
関
東
一
円
か
ら
、

一
〇
八
三
名
で
し
た
。

　

来
館
者
か
ら
は
、

所
謂
篆
刻
額
サ
イ
ズ

の
作
品
で
は
な
く

様
々
に
表
現
さ
れ
た

作
品
を
観
る
こ
と
が

出
来
て
楽
し
か
っ
た

と
の
声
も
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
杏
壇
篆
会　

三
枝
龍
泉
）

第
八
回 

日
本
篆
刻
家
協
会
役
員
展

生
誕
百
年 

梅
舒
適
展

　

三
月
二
三
日
か
ら
二
七
日
に
か
け
て
兵
庫
県

立
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
棟
三
階
に
お
い
て
日
本

篆
刻
家
協
会
初
代
理
事
長
、
梅
舒
適
先
生
の

「
生
誕
百
年　

梅
舒
適
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

初
日
に
は
、
立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
に

集
っ
た
多
く
の
来
観
者

の
中
、
開
会
式
が
と
り

行
わ
れ
た
。
主
催
者
挨

拶
と
し
て
稲
田
和
子
様

（
梅
舒
適
先
生
令
夫
人
）

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

蓑
豊
様
（
兵
庫
県
立
美

術
館
館
長
）よ
り
祝
辞
を
賜
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
。

　

会
期
は
五
日
間
と
短
い
こ
と
も
あ
り
、
終
日

多
く
の
梅
舒
適
フ
ァ
ン
に
よ
り
会
場
は
埋
め
尽

く
さ
れ
た
。
遠
く
関
東
か
ら
も
多
く
の
印
人
た

ち
が
集
い
、
梅
舒
適
先
生
を
偲
ん
だ
。
ま
た
、

大
型
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
駆
け
つ
け
た
団

体
も
何
組
か
あ
っ
た
。

　

稲
田
（
梅
）家
所
蔵
品
を
主
と
し
た
三
百
有

余
点
に
及
ぶ
書
・
画
・
篆
刻
作
品
群
は
、
来
観

者
を
圧
倒
し
た
。
詩
文
題
材
別
、作
成
年
代
順
、

連
作
等
の
テ
ー
マ
毎
に
配
置
さ
れ
た
篆
刻
作
品

は
梅
舒
適
趣
味
を
感
じ
さ
せ
、
書
画
大
作
は
見

る
も
の
を
魅
了
し
た
。
作
品
と
併
せ
て
掲
示
さ

れ
た
梅
舒
適
年
譜
、
語
禄
等
を
見
る
に
つ
け
、

篆
刻
展
で
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
先
生
の
一
面

を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
。
篆
刻
愛
好
者
は
言

う
に
及
ば
ず
、
先
生
の
書
画
作
品
は
漢
字
や
仮

名
を
専
門
と
す
る
書
家
の
先
生
方
に
も
大
き
な

反
響
を
も
た
ら
し
た
。

　

後
日
、「
会
期
の
都
合
で
、
ど
う
し
て
も
美

術
館
に
行
け
な
か
っ

た
。」
と
い
う
声
を

各
方
面
か
ら
多
く
聞

い
た
。
五
日
間
と
い

う
会
期
の
短
さ
が
本

当
に
惜
し
ま
れ
る
、

す
ば
ら
し
い
展
覧
会

で
あ
っ
た
。

（
池
田
泥
異
）

出
品
者
懇
親
会

　

引
き
続
き
、
同
所
で
出
品
者
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
受
賞
者
を
祝
福
し
た
。
井
谷
五
雲

理
事
長
あ
い
さ
つ
の
後
、来
賓
紹
介
（
別
掲
）、

兵
庫
県
立
美
術
館
蓑
豊
館
長
、
大
阪
府
日
中

友
好
協
会
大
藪

二
郎
副
理
事
長

か
ら
来
賓
祝

辞
、
上
位
入
賞

者
紹
介
等
が
行

わ
れ
、
全
国
か

ら
の
参
加
者
が

歓
談
、
交
流
を

深
め
た
。

　

主
な
来
賓

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
府
日
中
友
好
協
会

　

大
藪
二
朗
副
理
事
長

中
国
西
泠
印
社

　

韓
天
雍
理
事

兵
庫
県
立
美
術
館

　

蓑
豊
館
長

兵
庫
県
企
画
県
民
部
芸
術
文
化
課

　

白
川
智
子
副
課
長

神
戸
市
市
民
参
画
推
進
局
文
化
交
流
部

　

吉
國
雅
博
担
当
課
長

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

　

高
橋
利
雄
総
務
部
長

兵
庫
県
書
作
家
協
会

　

伊
藤
一
翔
理
事
長

他　

計
一
一
人
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一
日
目

　

正
午
よ
り
受
付
開
始
。
午
後
一
時
三
〇
分
、

喜
多
芳
邑
の
司
会
で
開
会
。
井
谷
五
雲
理
事

長
挨
拶
、
配
布
さ

れ
た
分
刻
課
題
冊

子
「
名
家
端
硯
詩

印
興
」
に
つ
い
て

の
説
明
が
引
き
続

き
な
さ
れ
た
。
今

回
の
分
刻
に
つ
い

て
は
、
理
事
長
が

い
く
つ
か
の
工
夫

を
凝
ら
さ
れ
た
。

ま
ず
今
回
の
研

究
内
容
が
「
硯
の
研
究
」
で
あ
る
こ
と
よ
り
、

端
硯
を
詠
ん
だ
詩
九
首
選
び
、
印
社
、
地
域

に
よ
り
班
の
構
成
を
し
、
班
長
が
詩
の
題
字

を
書
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
印
文
は
班
内

で
決
定
し
副
班
長
が
そ
の
世
話
を
す
る
と
い

う
仕
組
み
で
あ
る
。

　

舞
子
の
間
に
は
四
大
名
硯
を
中
心
と
し
て
展

示
さ
れ
、
後
方
で
は
、
理
事
長
所
蔵
の
硯
譜
や

沈
氏
硯
林
等
の
本
等
、
資
料
が
示
さ
れ
る
中
、

井
谷
五
雲
理
事
長
に
よ
る
「
硯
の
研
究
“
中
国

硯
の
歴
史
と
美
”」
と
題
し
た
講
義
が
あ
っ
た
。

講
義
と
合
わ
せ
て
、
端
渓
等
の
名
硯
を
身
近
に

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
硯
に
対
す
る
見
識
が

深
ま
っ
た
。
講
義
終
了
後
、
各
自
部
屋
に
移
動

し
、
課
題
制
作
に
取
り
か
か
っ
た
。

　

夜
は
東
京
よ
り
柳
涛
雪
先
生
、
斎
藤
寛
先
生

を
お
招
き
し
、
黒
田
玉
洲
代
表
理
事
の
司
会
進

行
で
懇
親
夕
食
会
を
催
し
た
。
山
下
方
亭
常
任

顧
問
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
そ
の
後
カ
ラ
オ
ケ
の

余
興
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。そ
の
後
、

池
田
泥
異
、
松
本
雅
至
、
出
田
塘
葭
、
中
村

葉
舟
四
名
の
常
務
理
事
に
よ
る
添
削
指
導
が

行
わ
れ
た
。別
室
に
て
並
行
し
、企
画
委
員
会
、

印
社
代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

二
日
目

　

九
時
よ
り
「
木
印
の
制
作
」
で
あ
る
。
日

本
篆
刻
連
盟
副
理
事
長
、
柳
涛
雪
先
生
の
実

演
に
よ
る
講
義
お
よ
び
参
加
者
に
よ
る
実
作

で
あ
る
。
は
じ
め
の
一
時
間
半
ほ
ど
は
、
先

生
の
篆
書
作
、
朱
白
混
合
印
の
実
演
で
あ
る
。

側
款
ま
で
刻
さ
れ
乾
拓
を
と
り
押
印
さ
れ
た
。

尚
、
作
品
は
協
会
に
寄
贈
さ
れ
、
夜
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
後
抽
選
に
よ
り
参
加
者
が
頂
戴
し

た
。
教
材
提
示
装
置
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に

よ
り
、
先
生
の
手
元
も
鮮
明
に
見
る
こ
と
が

で
き
、運
刀
の
見
事
さ
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
小
朴
圃
代
表
理
事
の
お
礼
の
言
葉
で
午

前
中
の
講
義
は
終
了
し
た
。
参
加
者
に
対
す

る
実
技
指
導
は
、
柳
先
生
、
斉
藤
先
生
に
よ

る
机
間
巡
視
し
な
が
ら
の
懇
切
丁
寧
な
も
の

で
あ
っ
た
。
午
後
二
時
頃
、
両
先
生
は
帰
路

に
つ
か
れ
た
が
、
続
け
て
制
作
に
励
む
参
加

者
も
大
勢
い
た
。
柳
先
生
、
中
村
蘭
台
の
刻

印
も
拝
見
し
、
実
の
あ
る
木
印
制
作
の
経
験

が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　

夕
食
会
は
、
松
本
雅
至
常
務
理
事
の
司
会

で
進
め
ら
れ
、
古
溝
幽
畦
常
務
理
事
か
ら
は

各
公
募
展
成
績
発
表
が
あ
っ
た
。
又
、
尾
崎

蒼
石
常
任
顧
問
の
大
阪
府
知
事
表
彰
、
井
谷

五
雲
理
事
長
の
中
国
芸
術
院
研
究
員
就
任
を

お
祝
い
し
花
束
の
贈
呈
を
行
っ
た
。
午
後
八

時
三
〇
分
か
ら
は
昨
年
同
様
、
東
尾
高
岳

理
事
の
司
会
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

五
〇
点
余
り
の
出
品
が
あ
り
楽
し
い
一
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

三
日
目

　

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
、
舞
子
の
間
に
集
合

し
分
刻
課
題
を
提
出
し
た
。
木
印
に
つ
い
て

は
提
出
自
由
と
し
た
が
多
く
の
力
作
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
中
島
春
緑
副
理
事
長
の
講

評
と
自
身
の
研
究
さ
れ
た
鳥
虫
篆
印
存
の
資

料
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
恒
例
に
よ
り
、

各
種
展
覧
会
案
内
を
し
、
理
事
長
挨
拶
に
て

研
究
会
の
幕
を
閉
じ
た
。
第
一
〇
回
中
央
研

究
会
も
多
く
の
参
加
者
を
期
待
す
る
。

（
喜
多
芳
邑
）

　

五
月
十
四
日
午
後
、
神
戸
市
中
央
区
の

兵
庫
県
民
会
館
で
西
泠
印
社
金
石
篆
刻
名

家
演
講
會
が
開
催
さ
れ
、
百
二
十
人
が
参

加
し
た
。
こ
れ
は
西
泠
印
社
か
ら
関
西
地

域
で
同
講
演
会
を
開
催
し
た
い
と
当
協
会

に
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
。

　

中
国
書
法
家
協
会
理
事
、
西
泠
印
社
副

社
長
の
李
剛
田
氏
に
よ
る
「
中
国
の
書
の

現
状
」
の
他
、「
拓
本
」、「
印
泥
」
に
つ
い

て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
の
三
人
の
講
演
が

続
い
た
。

　

講
演
会
終
了
後
同
所
で
、
同
行
の
中
国

訪
日
団
二
十
人
と
当
協
会
幹
部
の
交
流
会

が
も
た
れ
た
。

　

李
剛
田
氏
の
講

演
要
旨
は
次
の
と

お
り
。

　

中
国
で
は
今
、

書
道
ブ
ー
ム
が
起

き
て
お
り
、
発
展
・

繁
栄
の
時
期
に
き

て
い
る
。
書
道
展

を
通
し
書
道
人
口
が
増
え
、
書
道
ス
タ
ー
が

生
ま
れ
て
お
り
、書
道
産
業
も
栄
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
展
示
の
方
法
も
昔
と
変
わ
り
、
作

品
も
小
さ
な
物
か
ら
大
き
な
物
へ
と
変
化
し

て
い
る
。筆
は
昔
か
ら
の
伝
統
的
な
物
か
ら
、

個
人
に
合
っ
た
個
性
的
な
作
品
を
書
き
や
す

い
物
に
な
り
、
紙
は
大
判
で
デ
ザ
イ
ン
性
の

高
い
も
の
が
増
え
て
き
て
い
る
。
墨
も
大
判

の
作
品
を
書
く
た
め
に
墨
汁
を
使
う
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

作
品
の
文
字
が
大
き
く
な
る
こ
と
で
、

問
題
が
起
き
て
い
る
。
作
品
を
見
る
人
が
、

じ
っ
く
り
見
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
作

品
一
つ
一
つ
を
見
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な

る
こ
と
で
、
書
か
れ
て
い
る
作
品
の

内
容
ま
で
意
識
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

本
来
、
作
品
は
真
（
作
品
の
題
材
の

内
容
）、
善
、
美
が
三
位
一
体
と
な
っ

て
良
い
作
品
が
生
ま
れ
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
現
代
は
デ
ザ
イ
ン
性

や
技
術
へ
の
意
識
が
高
く
な
り
、
中

身
が
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
展
覧
会
の
入
賞

作
品
を
見
て
も
、
文
字
本
来
の
自
然

さ
が
失
わ
れ
て
、
個
性
を
追
求
し
た

も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
真
・
善
・

美
の
揃
っ
た
作
品
を
作
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
井
後
雅
堂
）

第
九
回 

中
央
研
究
会

　
平
成
二
十
八
年
八
月
六
日
（
土
）～
八
日
（
月
）の
三
日
間
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞

子
ビ
ラ
神
戸
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
一
四
九
人
が
参
加
し
た
。

西
泠
印
社
金
石
篆
刻
名
家
演
講
會

名硯を近くで鑑賞提出された分刻課題を見る中島副理事長による講評

硯譜を見る

添削指導

印社代表者会議

実演する講師 柳涛雪先生 鈕も見事な木印を見る

夜遅くまで熱心に

講義をする井谷理事長
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静雲秀鳳瑞碩幽篁桃苑

汀華浩佳龍孫渓石玉芝

容庸戯石芳翠清光幹男

董圃碧凰秋鹿智子碧翠

白水克衛管城啓志英子

　

三
月
課
題　
「
翻
焼
餅
」

役
　
員
（
多
田
龍
淵 

選
）

常
任
委
員
（
奥
田
晨
生 

選
）

委
　
員
（
梶
川
久
美
子 

選
）

会
　
員
（
梶
田
稲
洲 

選
）

一
　
般
（
草
田
翠
苑 

選
）

【
役
　
員
】

○
上
田
静
雲

○
岡
上
汀
華

○
木
村
容
庸

○
今
村
董
圃

○
川
崎
白
水

　

垣
内
誠
峯

　

川
西
卯
水 　

宮
越
素
翠

　

増
田
繁
治

　

松
野
碧
泉

　

水
巻
游
光

　

近
藤
胡
蝶

　

田
中
九
成

　

大
槻
彦
裔

　

岡
田
桂
舟

　

計
五
〇
人

【
常
任
委
員
】

○
津
田
秀
鳳

○
花
房
浩
佳

○
岡
崎
戯
石

○
萬
谷
碧
凰

○
西
野
克
衛

　

月
森
康
生

　

大
城
容
史
子 　

大
庭
景
雲

　

山
崎
井
泉

　

立
石
見
聲

　

藤
崎
澄
子

　

奥
島
艸
丘

　

堂
守
唯
文

　

宮
本
瑞
邦

　

葭
岡
慶
石

　

計
六
八
人

【
委
　
員
】

○
小
嶋
瑞
碩

○
中
龍
孫

○
向
畑
芳
翠

○
井
上
秋
鹿

○
中
本
管
城

　

木
村
笙
山

　

平
松
清
嗣 　

鈴
木
桂
峰

　

奥
島
極
浦

　

中
野
桃
華

　

大
原
誠

　

三
枝
龍
泉

　

中
井
榮
子

　

安
保
匠

　

西
岡
貴
美
子

　

計
五
五
人

【
会
　
員
】

○
遠
藤
幽
篁

○
佐
川
渓
石

○
森
清
光

○
山
本
智
子

○
高
木
啓
志

　

鈴
木
素
風

　

池
田
叡
花 　

寺
地
寿
和
子

　

松
島
青
榴

　

中
島
幸
園

　

岡
田
正
雄

　

馬
場
穆
風

　

武
田
之
信

　

小
澤
一
哉

　

川
﨑
禎
水

　

計
六
五
人

【
一
　
般
】

○
須
田
桃
苑

○
板
屋
玉
芝

○
石
田
幹
男

○
國
江
碧
翠

○
後
藤
英
子

　

中
本
管
玉

　

田
邊
進

　

石
場
渓
州

　

木
村
忠
男

　

片
岡
和
子

　

小
林
靖
武

　

川
尻
政
夫

　

師
資
田
絹
江

　

伏
木
興
一

　

三
井
顔
了

　

計
二
二
人

汀華芳泉典恵悦治渓州

純司艸丘智香行石宣

白水謙之黎秀勝山管玉

容庸桜洲清嗣青榴晶石

克彦博石弘子渓石八哥

役
　
員
（
中
島
春
緑 

選
）

常
任
委
員
（
熊
本
夕
生 

選
）

委
　
員
（
黄
平
齋 

選
）

会
　
員
（
榊
原
晴
夫 

選
）

一
　
般
（
田
中
修
文 

選
）

【
役
　
員
】

○
岡
上
汀
華

○
土
井
純
司

○
川
崎
白
水

○
木
村
容
庸

○
名
倉
克
彦

　

千
歳
天
空

　

丸
山
沙
舟 　

村
田
祥
鳳

　

畑
間
青
露

　

垣
内
誠
峯

　

田
中
九
成

　

古
瀬
章
石

　

岡
田
桂
舟

　

田
原
呉
山

　

水
巻
游
光

　

計
五
〇
人

【
常
任
委
員
】

○
安
井
芳
泉

○
奥
島
艸
丘

○
北
畑
謙
之

○
谷
桜
洲

○
小
澤
博
石

　

高
橋
忠
義

　

池
谷
宝
樹 　

津
田
秀
鳳

　

大
城
容
史
子

　

葭
岡
慶
石

　

番
定
静
山

　

堂
守
唯
文

　

吉
崎
雲
堂

　

中
島
敬
次

　

杉
山
美
華

　

計
六
六
人

【
委
　
員
】

○
荒
井
典
恵

○
大
井
智
香

○
武
田
黎
秀

○
平
松
清
嗣

○
北
岡
弘
子

　

中
龍
孫

　

内
田
哲
舟 　

吉
岡
龍
生

　

八
木
正
明

　

伊
藤
博
則

　

森
井
昌
雲

　

中
本
管
城

　

奥
島
極
浦

　

川
端
景
司

　

滝
上
渓
水

　

計
五
六
人

【
会
　
員
】

○
兼
子
悦
治

○
木
村
行
石

○
大
野
勝
山

○
松
島
青
榴

○
佐
川
渓
石

　
成
瀬
登
志
美

　

池
田
叡
花 　

鈴
木
素
風

　

松
本
光
雄

　

相
川
良
孝

　

井
上
江
洲

　

青
山
正
人

　

枝
廣
樹
芳

　

大
崎
三
嘉

　

袴
田
恵
理
子

　

計
六
三
人

【
一
　
般
】

○
石
場
渓
州

○
小
澤
宣

○
中
本
管
玉

○
誤
晶
石

○
楊
八
哥

　

広
森
勝
竹

　

小
林
靖
武 　

伏
木
興
一

　

吉
田
豊

　

石
田
幹
男

　

木
村
忠
男

　

板
屋
玉
芝

　

田
邊
進

　

後
藤
英
子

　

鈴
木
千
春

　

計
二
一
人

桃園尚石黎秀幽篁管玉

容庸宝樹極浦勝山玉芝

沙舟秀鳳龍孫梅風豊

汀華容史子昌子喜雨鈴輪

尚子碧凰游石恵理子八哥

　

四
月
課
題　
　
「
呼
牛
呼
馬
」

　

五
月
課
題　　
「
燕
雀
相
賀
」

役
　
員
（
伊
藤
雅
夫 

選
）

常
任
委
員
（
堤
白
遊 

選
）

委
　
員
（
中
村
葉
舟 

選
）

会
　
員
（
南
岳
杲

 

選
）

一
　
般
（
長
谷
川
帰
海 

選
）

【
役
　
員
】

○
樋
口
桃
園

○
木
村
容
庸

○
丸
山
沙
舟

○
岡
上
汀
華

○
藤
縄
尚
子

　

片
畑
仁
美

　

今
村
董
圃 　

畑
間
青
露

　

田
原
呉
山

　

小
谷
知
洲

　

宮
越
素
翠

　

川
崎
白
水

　

岡
田
桂
舟

　

上
田
静
雲

　

今
西
九
邨

　

計
五
〇
人

【
常
任
委
員
】

○
渡
邉
尚
石

○
池
谷
宝
樹

○
津
田
秀
鳳

○
大
城
容
史
子

○
萬
谷
碧
凰

　

安
井
芳
泉

　
黒
田
悦
子 　

佐
藤
翠
龍

　

鈴
木
城
山

　

山
崎
井
泉

　

大
我
羊

　

川
久
保
明

　

平
中
葭
舟

　

杉
山
美
華

　

中
島
敬
次

　

計
六
七
人

【
委
　
員
】

○
武
田
黎
秀

○
奥
島
極
浦

○
中
龍
孫

○
伊
谷
昌
子

○
山
崎
游
石

　

滝
上
渓
水

　

渋
谷
春
壽 　

吉
岡
龍
生

　

福
谷
華
紅

　

八
木
正
明

　

木
南
美
智
子

　

小
林
邦
夫

　

安
保
匠

　

平
松
清
嗣

　

山
杉
博
子

　

計
五
二
人

【
会
　
員
】

○
遠
藤
幽
篁

○
大
野
勝
山

○
長
沼
梅
風

○
井
畑
喜
雨

○
袴
田
恵
理
子

　

松
島
青
榴

　

橋
本
陽
一 　

川
崎
禎
水

　

小
松
五
岳

　

伊
藤
光
崖

　

中
島
幸
園

　

山
本
智
子

　

貞
森
陽
子

　

堀
田
治

　

向
仲
輝
雄

　

計
六
六
人

【
一
　
般
】

○
中
本
管
玉

○
板
屋
玉
芝

○
吉
田
豊

○
牛
島
鈴
輪

○
楊
八
哥

　

大
芦
義
男

　

誤
晶
石

　

石
場
渓
州

　

石
田
幹
男

　

田
邊
進

　

三
宅
洋
子

　

須
田
桃
苑

　

川
尻
政
夫

　

広
森
勝
竹

　

鈴
木
千
春

　

計
二
二
人

穆風秀鳳雪峰勝山管玉

仁美紅珠春壽渓月八哥

九成慶石黎秀渓石豊

素翠葭舟榮子叡花鈴輪

九邨墨石瑞碩恵理子和子

役
　
員
（
黒
田
玉
洲 

選
）

常
任
委
員
（
古
溝
幽
畦 

選
）

委
　
員
（
松
本
雅
至 

選
）

会
　
員
（
御
手
洗
眉
山 

選
）

一
　
般
（
池
田
泥
異 

選
）

【
役
　
員
】

○
畠
穆
風

○
片
畑
仁
美

○
田
中
九
成

○
宮
越
素
翠

○
今
西
九
邨

　

南
敏
子

　

古
瀬
章
石 　

藤
縄
尚
子

　

石
亀
明
峯

　

木
村
容
庸

　

小
谷
知
洲

　

岡
上
汀
華

　

多
田
稔
里

　

高
野
弘
深

　

山
村
千
秋

　

計
五
〇
人

【
常
任
委
員
】

○
津
田
秀
鳳

○
田
中
紅
珠

○
葭
岡
慶
石

○
平
中
葭
舟

○
長
谷
山
墨
石

　

永
野
草
翠

　

黒
田
悦
子 　

西
野
克
衛

　

浅
野
道
男

　

山
内
昴
波

　

高
橋
忠
義

　

番
定
静
山

　

渡
邉
尚
石

　

堤
浮
生

　

吉
崎
雲
堂

　

計
六
二
人

【
委
　
員
】

○
白
幡
雪
峰

○
渋
谷
春
壽

○
武
田
黎
秀

○
中
井
榮
子

○
小
嶋
瑞
碩

　

田
原
群
蛙

　

中
龍
孫

　

鈴
木
眞
壽
男

　

木
谷
浩
三

　

鈴
木
桂
峰

　

中
村
紀
久

　

大
塚
萩
露

　

向
畑
芳
翠

　

奥
島
極
浦

　

森
静
二

　

計
五
五
人

【
会
　
員
】

○
大
野
勝
山

○
三
宅
渓
月

○
佐
川
渓
石

○
池
田
叡
花

○
袴
田
恵
理
子

　

上
田
玉
雲

　

武
田
之
信 　

伊
藤
光
崖

　

岡
本
浩
二

　

長
沼
梅
風

　

兼
子
悦
治

　

小
松
五
岳

　

中
島
幸
園

　

遠
藤
幽
篁

　

坂
中
泓

　

計
六
一
人

【
一
　
般
】

○
中
本
管
玉

○
楊
八
哥

○
吉
田
豊

○
牛
島
鈴
輪

○
片
岡
和
子

　

大
芦
義
男

　

広
森
勝
竹 　

板
屋
玉
芝

　

小
林
靖
武

　

木
村
忠
男

　

誤
晶
石

　

三
宅
洋
子

　

田
邊
進

　

秋
吉
隆
夫

　

國
江
碧
翠

　

計
二
三
人

　

二
月
課
題　
「
浅
則
掲
」
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燕安明極浦幽篁鈴輪

春水草翠黎秀三嘉八哥

碧泉鏡水紀久啓志千春

九邨浮生功勝一哉興一

弘深慶石匠滋義男

　

六
月
課
題　
「
烏
之
雌
雄
」

　

七
月
課
題　
「
家
書
抵
萬
金
」

役
　
員
（
酒
居
石
荘 

選
）

常
任
委
員（
伊
佐
治
祥
雲 

選
）

委
　
員
（
石
原
豊
玉 

選
）

会
　
員
（
出
田
塘
葭 

選
）

一
　
般（
奥
田
晨
生
　
　 

選
）

【
役
　
員
】

○
古
野
燕
安

○
得
永
春
水

○
松
野
碧
泉

○
今
西
九
邨

○
高
野
弘
深

　

岡
上
汀
華

　

石
亀
明
峯 　

木
村
容
庸

　

田
原
呉
山

　

大
槻
彦
裔

　

上
田
静
雲

　

正
和
杏
葉

　

水
野
和
香

　

服
部
九
姚

　

南
敏
子

　

計
五
〇
人

【
常
任
委
員
】

○
川
久
保
明

○
永
野
草
翠

○
吉
田
鏡
水

○
堤
浮
生

○
葭
岡
慶
石

　

小
澤
博
石

　

中
島
敬
次 　

山
崎
井
泉

　

磯
村
育
治

　

立
石
見
聲

　

脇
田
喜
久

　

平
中
葭
舟

　

杉
原
照
楓

　

長
谷
山
墨
石

　

萬
谷
碧
凰

　

計
六
〇
人

【
委
　
員
】

○
奥
島
極
浦

○
武
田
黎
秀

○
中
村
紀
久

○
土
屋
功
勝

○
安
保
匠

　

森
静
二

　

中
本
管
城 　

大
原
誠

　

川
端
景
司

　

八
木
正
明

　

滝
上
渓
水

　

鈴
木
宏
慥

　

伊
谷
昌
子

　

吉
岡
龍
生

　

森
口
淡
石

　

計
五
七
人

【
会
　
員
】

○
遠
藤
幽
篁

○
大
崎
三
嘉

○
高
木
啓
志

○
小
澤
一
哉

○
田
中
滋

　

山
本
智
子

　

水
中
澄
山 　

藤
田
勉

　

大
野
勝
山

　

林
峰
苑

　

中
島
幸
園

　

相
川
良
孝

　

森
清
光

　

木
村
行
石

　

森
下
正
義

　

計
六
四
人

【
一
　
般
】

○
牛
島
鈴
輪

○
楊
八
哥

○
鈴
木
千
春

○
伏
木
興
一

○
大
芦
義
男

　

中
本
管
玉

　

広
森
勝
竹 　

國
江
碧
翠

　

誤
晶
石

　

後
藤
英
子

　

片
岡
和
子

　

板
屋
玉
芝

　

吉
田
豊

　

石
場
渓
州

　

須
田
桃
苑

　

計
二
二
人

明峯浩佳景司梅風義男

敏子葭舟蘇西幸弘豊

白水戯石春壽五岳和子

仁美敬次秋鹿智子管玉

九邨忠義龍生幸園晶石

役
　
員
（
小
朴
圃 

選
）

常
任
委
員（
梶
川
久
美
子 

選
）

委
　
員
（
梶
田
稲
洲 

選
）

会
　
員
（
草
田
翠
苑
選
）

一
　
般
（
熊
本
夕
生 

選
）

【
役
　
員
】

○
石
亀
明
峯

○
南
敏
子

○
川
崎
白
水

○
片
畑
仁
美

○
今
西
九
邨

　

畑
間
青
露

　

田
原
呉
山 　

古
野
燕
安

　

小
谷
知
洲

　

古
瀬
章
石

　

宮
野
宗
雄

　

今
村
董
圃

　

田
中
九
成

　

名
倉
克
彦

　

上
田
静
雲

　

計
五
〇
人

【
常
任
委
員
】

○
花
房
浩
佳

○
平
中
葭
舟

○
岡
崎
戯
石

○
中
島
敬
次

○
高
橋
忠
義

　

小
澤
博
石

　

番
定
静
山 　

萬
谷
碧
凰

　

浅
野
道
男

　

大
城
容
史
子

　

池
谷
宝
樹

　

脇
田
喜
久

　

津
田
秀
鳳

　

谷
桜
洲

　

吉
崎
雲
堂

　

計
五
六
人

【
委
　
員
】

○
川
端
景
司

○
藤
本
蘇
西

○
渋
谷
春
壽

○
井
上
秋
鹿

○
吉
岡
龍
生

　

小
林
英
昭

　

伊
谷
昌
子 　

木
谷
浩
三

　

奥
島
極
浦

　

正
甫

　

田
原
群
蛙

　

市
川
桂
水

　

中
井
榮
子

　

大
塚
萩
露

　

平
松
清
嗣

　

計
五
四
人

【
会
　
員
】

○
長
沼
梅
風

○
芦
野
幸
弘

○
小
松
五
岳

○
若
林
智
子

○
中
島
幸
園

　

遠
藤
幽
篁

　

堤
黄
瑞

　

馬
場
穆
風

　

大
野
勝
山

　

馬
場
弘
泰

　

井
上
江
洲

　

鈴
木
素
風

　

木
田
好
昭

　

森
清
光

　

松
原
杏
琴

　

計
六
三
人

【
一
　
般
】

○
大
芦
義
男

○
吉
田
豊

○
片
岡
和
子

○
中
本
管
玉

○
誤
晶
石

　

國
江
碧
翠

　

石
田
幹
男 　

田
邊
進

　

川
尻
政
夫

　

板
屋
玉
芝

　

大
平
正
子

　

伏
木
興
一

　

楊
八
哥

　

後
藤
英
子

　

鈴
木
千
春

　

計
一
九
人

は
あ
る
。

　
さ
て
、
掲
出
の
印
は
萬
印
楼
奨
の
た
め
に
刻
し

た
も
の
だ
が
、
辺
款
に
あ
る
と
お
り
、
刻
了
の
こ

ろ
偶
々
雀
が
二
羽
窓
辺
に
寄
っ
て
き
て
「
チ
ッ

チ
ッ
」
と
、
ま
る
で
出
来
具
合
を
雀
が
の
ぞ
き
に

来
た
よ
う
で
、
欣
喜
雀
躍
と
い
う
と
大
げ
さ
に
な

る
が
、
欣
然
と
し
て
こ
の
語
を
刻
り
つ
け
た
こ
と

で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
雀
の
来
訪
が
無
い
の
は
或
い
は
、
あ

ま
り
の
不
出
来
に
見
限
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
ら
こ
の
続
き
を
林
下
田
間
誰
と
共
に
語
ら
ん
。

　

第
七
〇
回
　
日
本
書
芸
院
展

　

史
邑
賞

　
　

黒
田
玉
洲

　

大
賞

　
　

池
田
泥
異　

岸
村
爽
風　

竹
内
立
女

　
　

妻
鳥
明
子　

中
田
東
光　

畑
間
青
露

　

特
別
賞

　
　

池
谷
宝
樹　

石
留
之
然　

片
畑
仁
美

　
　

黒
田
悦
子　

嶋
田
杏
園　

高
橋
忠
義

　
　

谷
桜
洲　
　

西
岡
青
淡　

花
房
浩
佳

　
　

平
田
琴
風　

藤
澤
涼
子　

丸
山
沙
舟

　
　

葭
岡
慶
石

第
三
三
回
　
讀
賣
書
法
展

　

讀
賣
新
聞
社
賞

　
　

竹
内
立
女

　

俊
英
賞

　
　

出
田
塘
葭

　

奨
励
賞

　
　

井
後
雅
堂

　

特
選

　
　

畑
間
青
露　

大
野
勝
山　

安
井
芳
泉

　
　

戸
出
九
廬　
　
　

　

秀
逸

　
　

仲
井
祥
風　

青
黄
游
魚　

河
村
千
紅

　
　

坂
東
香
璋　

平
田
征
男　

稲
垣
華
扇

　
　

寺
田
濤
雲　

武
田
黎
秀　

山
吹
緑

　
　

宮
越
素
翠　

寺
田
和
仁　

青
木
雄
山

　
　

三
枝
龍
泉　

松
本
清
苑　

中
井
榮
子　
　
　

　
展
覧
会
成
績

　
近
ご
ろ
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
高
名
な
先
生
と

会
う
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
先
生
に
限
ら
ず
、

そ
れ
ら
の
先
生
方
は
会
議
や
祝
宴
が
一
つ
や
二
つ

で
は
な
く
、
書
作
は
一
体
い
つ
ど
の
よ
う
に
や
っ

て
お
ら
れ
る
の
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
答
え
は
「
朝

だ
、
早
朝
に
起
き
て
朝
食
前
に
書
く
」
と
。
こ
の

言
は
実
際
複
数
の
先
生
方
か
ら
聞
い
た
。

　
そ
う
か
あ
と
思
い
、
小
生
も
夜
型
か
ら
朝
型
に

変
え
て
い
る
。
早
く
言
え
ば
朝
早
く
目
が
醒
め
る

年
齢
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、
朝
食

前
に
一
つ
の
作
品
が
出
来
上
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
日
の
始
ま
り
と
し
て
実
に
気
分
の
良
い
も
の
で

「
朝
飯
前
」

　

五
ペ
ー
ジ
の
第
八
回
日
本
篆
刻
家
協
会

役
員
展
が
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
古
河
市
の

篆
刻
美
術
館
に
は
別
棟
の
「
美
術
学
習
室
」

が
あ
り
、
館
が
主
催
す
る
一
般
人
向
け
の

「
篆
刻
講
座
」
や
「
初
心
者
の
体
験
印
刻
」

も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
部
屋
の
道
路

側
に
は
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
展
示
の
中
に
、
古
河
役
員
展
の
記
事
を

記
し
た
三
枝
氏
の
手
に
よ
る
、「
鈕
」
を
刻

し
た
作
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品

は
、
来
館
時
の
理
事
長
に
激
賞
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
見
事
な
出
来
栄
え
で
す
の
で
、

そ
の
一
部
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。
ご
覧

下
さ
い
。　
（
市
川
両
僊
）

会
員
の
作
品
の
紹
介

青
鐙
忘
詠（
十
三
）

小
朴
圃
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こ
の
印
は
、
先
回
に
紹
介
し
た
「
犬
養

毅
印
」（
白
文
）
と
対
章
に
な
っ
て
い
る
も

の
で
高
山
の
美
材
で
あ
る
。
側
款
は
単
に

「
老
缶
製
」
の
み
で
あ
る
が
お
そ
ら
く
七
十

代
前
半
の
作
で
あ
ろ
う
。（
呉
昌
碩
に
対
す

る
木
堂
の
依
頼
は
こ
の
頃
に
集
中
す
る
）

　

さ
て
、
こ
の
印
は
あ
ま
り
に
有
名
で
様
々

な
本
で
識
者
の
皆
さ
ん
が
解
説
を
し
て
お

ら
れ
る
の
で
、
こ
の
稿
で
は
印
面
を
詳
細

に
観
察
し
、
気
付
い
た
こ
と
を
述
べ
て
み

る
。

　

縦
界
線
の
収
筆
部
と
「
子
」
と
「
遠
」
の

収
筆
部
に
見
ら
れ
る
空
間
の
空
き
が
以
前

か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
。

印
面
を
見
て
み
る
と
「
遠
」
の
収
筆
部
分

が
不
自
然
に
剥
離
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。

呉
昌
碩
の
布
字
は
、
も
う
少
し
長
か
っ
た

で
あ
ろ
う
と
思
う
。
も
っ
と
長
く
刻
そ
う

と
し
た
刀
痕
が
こ
の
拡
大
写
真
に
よ
り
分

か
る
で
あ
ろ
う
。
生
で
見
る
と
「
遠
」
字

収
筆
の
ザ
ラ
ザ
ラ
と
し
た
質
感
は
、
そ
れ

が
剥
離
に
よ
る
も
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
る
。

　

ま
た
、
中
央
縦
界
線
に
は
数
度
の
補
刀

の
跡
が
見
ら
れ
る
。
印
影
を
見
る
と
、
他

の
呉
昌
碩
の
作
よ
り
も
少
々
細
く
感
じ
る

の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
？
こ
の
意
図
は

私
に
は
分
か
ら
な
い
が
当
初
の
計
画
よ
り

か
な
り
補
刀
が
加
え
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
細

く
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

最
後
に
縦
界
線
に
関
す
る
呉
昌
碩
の
処

理
方
法
を
三
例
挙
げ
て
お
く
の
で
こ
の
細

さ
の
意
味
や
「
遠
」
の
収
筆
の
長
さ
を
考
え

て
み
る
の
も
こ
の
名
作
の
鑑
賞
と
し
て
大

切
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ
う
。

　
連
載
　
名
印
解
説
　
呉
昌
碩
印
に
つ
い
て（
三
）　
」「
子
遠
」　
　
　
真
鍋
井
蛙

写
真
提
供 『
楽
篆
』

写
真
提
供 『
楽
篆
』

写
真
提
供 『
楽
篆
』
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各
印
社
活
動

　
ト
ピ
ッ
ク
ス

第
三
十
一
回 
隨
風
會
書
法
篆
刻
展

　

本
年
よ
り
隨
風
會
書
法
篆
刻
展
と
名
称
を
変
更
し

て
第
三
十
一
回
展
を
六
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
五

日
間
、
京
都
市
美
術
館
二
階
に
て
中
国
芸
術
研
究
院

中
国
篆
刻
芸
術
院
と
の
交
流
と
し
て
駱
芃
芃
委
員
長

以
下
三
十
名
、
六
十
余
点
の
出
品
、
京
都
市
美
術
館

八
十
三
周
年
特
別
企
画
「
格
調 

四
王
呉
惲
展
」
を

開
催
、
更
に
東
京
中
央
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
よ
り
戦
国
漆

韻
中
国
古
代
漆
器
展
を
併
催
し
ま
し
た
。
隨
風
會
会

員
準
会
員
七
十
六
名
は
二
×
六
か
ら
対
聯
、
篆
刻
額

ま
で
の
作
品
を
出
品
展
示
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
隨
風
會
、
中
国
芸
術
研
究
院
中
国
篆
刻

芸
術
院
、
東
京
中
央
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
三
者
合
同
の

華
や
か
に
開
幕
式
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
並
び
に
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
救
済　

和
鏡
ワ
ン
コ
イ
ン
採
拓
に
も
多

数
の
方
々
に
参
加
ご
協
力
を
頂
き
、
義
援
金
約
七
万

円
は
益
城
町
に
直
接
送
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

約
一
五
〇
〇
人
の
入
場
者
が
あ
り
盛
会
裏
の
内
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。（
中
村
葉
舟
）

第
二
十
回
好
日
会
書
篆
刻
展

　

初
夏
の
爽
や
か
な
陽
射
し
の
中
七
月
一
日
か
ら
五

日
迄
開
催
し
ま
し
た
。
二
十
回
展
と
い
う
こ
と
で
会

場
も
新
た
に
今
迄
と
は
気
分
を
一
新
し
て
「
じ
ゅ
う

ろ
く
て
つ
め
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」。
広
々
と
し
た
空
間
で

重
厚
感
が
あ
り
書
の
会
に
相
應
し
く
良
い
会
場
だ
と

好
評
を
得
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
吉
祥
語
」
で
半
折
大
作
品
の
額
や
軸

装
な
ど
八
十
点
余
り
。
合
作
品
は
吉
祥
語
印
の
一
文

字
を
篆
書
で
書
き
余
白
に
印
を
鈐
し
、
会
場
の
中
央

に
は
吉
祥
語
の
印
を
刻
し
て
四
十
顆
の
印
材
と
印
譜

を
展
示
し
ま
し
た
。

　

梅
舒
適
先
生
大
澤
碧
水
先
生
所
洞
谷
先
生
の
お

作
品
も
展
示
さ
せ
て
頂
き
、
旧
知
の
方
に
喜
ん
で
戴

き
ま
し
た
。
自
由
作
品
は
会
場
の
雰
囲
気
に
触
発
さ

れ
て
私
は
毛
筆
一
行
書
に
そ
の
中
の
語
句
を
二
印
刻

し
側
款
拓
を
添
え
た
聯
を
製
作
し
会
員
は
半
折
以
上

の
作
品
で
個
性
と
共
に
二
十
回
の
歩
み
が
感
じ
ら
れ

感
慨
も
一
入
で
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
印
譜
と
印
材
を
並
べ
て
の
書
道
展

は
岐
阜
で
は
珍
し
く
来
場
者
か
ら
は
是
非
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
と
の
励
ま
し
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

（
田
中
緑
翠
）

第
三
十
五
回 

六
轡
會
篆
刻
作
品
展

    

去
る
八
月
十
七
日
〜
二
十
一
日
、
第
三
十
五
回

六
轡
會
篆
刻
作
品
展
が
京
都
文
化
博
物
館
に
て
開
催

さ
れ
た
。
三
十
五
回
の
記
念
展
と
い
う
こ
と
で
会
場

を
例
年
の
二
倍
と
し
、
大
変
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
た
。
第
一
室
の
左
壁
面
に
は
、
井
谷
五
雲
先
生

の
額
装
作
品
“
魚
玄
機
十
詩
句
印
興
”
十
点
、
右

壁
面
に
は
同
じ
く
井
谷
五
雲
先
生
の
紈
扇
軸
装
作
品

“
魚
玄
機
詩
句
印
興
”
九
幅
の
展
示
。
第
一
室
の
正

面
壁
面
は
第
二
室
の
壁
面
へ
と
繋
が
り
、
眞
鍋
井
蛙

先
生
の
軸
装
作
品
二
十
一
幅
の
展
示
。
こ
れ
ら
の
書

畫
は
清
水
比
庵
を
意
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第

二
室
へ
曲
が
っ
て
い
く
と
右
正
面
壁
面
に
中
国
の
封

筒
を
解
体
し
て
書
か
れ
た
小
朴
圃
先
生
の
額
装
作
品

十
二
点
、
左
壁
面
に
同
じ
く
小
朴
圃
先
生
の
朱
枠

額
装
作
品
八
点
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
第
一
室
の
机

上
に
は
過
去
三
十
五
回
分
の
案
内
状
が
冊
頁
に
は
め

込
ま
れ
て
看
者
の
興
味
を
引
い
た
。
梅
舒
適
先
生
が

若
い
六
人
の
先
生
方
に
夢
を
託
し
て
名
付
け
ら
れ
た

“
六
轡
會
”
の
願
い
が
こ
も
っ
た
文
面
が
感
動
的
だ
っ

た
。
案
内
状
の
意
匠
の
変
遷
も
面
白
か
っ
た
。
第
二

室
の
机
上
に
は
、
こ
の
三
十
五
回
展
に
向
け
て
の
東

西
の
著
名
書
家
・
篆
刻
家
の
先
生
方
二
十
九
名
の
お

祝
い
の
作
品
が
冊
頁
に
仕
立
て
ら
れ
、
書
・
畫
・
篆

刻
・
詩
と
多
岐
に
亘
っ
た
多
彩
な
作
品
は
心
暖
ま
る

も
の
だ
っ
た
。
第
二
室
を
出
て
受
付
へ
繋
が
る
通
路
の

壁
面
に
は
先
生
方
お
二
人
ず
つ
の
合
作
六
点
が
展
示

さ
れ
て
い
た
。

　

十
八
日
の
夕
方
に
は
京
都
グ
ラ
ン
ビ
ア
ホ
テ
ル
で

祝
賀
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
東
西
の
先
生
方
や
門
下
生

な
ど
計
八
十
名
が
集
い
、
交
流
を
深
め
た
。
九
月
の

末
に
は
中
国
杭
州
西
泠
印
社
で
六
轡
會
の
書
畫
篆
刻

展
が
開
催
さ
れ
る
運
び
。
そ
の
成
功
を
祈
り
、
報
告

と
す
る
。（
畑
間
青
露
）

① 一般は一般を、一般以外は資格と会員 CD を必ずご記入ください。未記入の場合は審査対象外となります。

②  印の大きさは一寸以内、用紙は協会指定印箋（篆社印箋も可）

③ 応募は各月 1 人 1 点、締め切りは各月末日（消印有効）

送 　 付 　 先  〒 563-0032 大阪府池田市石橋 2 丁目 2-10  牧野ビル 203

　　　　　　　　　日本篆刻家協会「○月課題」係

お問い合わせ（協会事務所）TEL072-760-3852

月 例 作 品 募 集 （ 2 0 1 7 年 ）

1 月

2 月

3 月

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

課　題 出　典 意　味

老子

論語

論語

書譜

晏子春秋

荘子

袁枚詩

魏書

五灯会元

魏書

朱子語類

呉震方詩

無爲

從所好

行己有恥

心手雙暢

得其楽

獨往

消夏閑無事

聊自楽

龍得水

少無宦情

斬釘截鐵

古人重讀書

応 募 要 項

自然のままなこと。

好きな生活に向かおう。

自分の行動について何が恥になるかということをわきまえていること。

揮毫をするとき、心も腕ものびのびして流暢である。

その楽しみを得ること。

俗人を連れずにひとりで行く。

夏の暑さをしのぎながらひまですることもなく。

自分で楽しむこと。

龍は水を得てこそ、その勢いを振るう。

小さいときから、役人となり仕えたいという世俗的な気持ちはない。

決断力があって言動がてきぱきしているたとえ。

昔の人は読書を重んじ。



16

日 本 篆 刻 家 協 会 会 報 第 1 7 号

理
事
会
・
総
会
・
新
年
会

一
月
一
〇
日（
日
）

大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

第
三
二
回
展　

出
品
締
め
切
り　
一
月
末

第
三
二
回 

日
本
篆
刻
展　

審
査
会

二
月
二
一
日（
日
）

神
戸
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
内
）

生
誕
百
年  

梅
舒
適
展

三
月
二
三
日（
水
）～
三
月
二
七
日（
日
）

兵
庫
県
立
美
術
館　

東
側
別
館
三
階

第
三
二
回 

日
本
篆
刻
展

四
月
二
〇
日（
水
）〜
二
四
日（
日
）	

兵
庫
県
立
美
術
館　

本
館　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
棟

授
賞
式

四
月
二
三
日（
土
）

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

第
八
回 

日
本
篆
刻
家
協
会
役
員
展

四
月
二
九
日（
金
・
祝
）～
六
月
二
三
日（
木
）

古
河
市
立
篆
刻
美
術
館

第
九
回 

中
央
研
究
会

八
月
六
日（
土
）〜
八
日（
月
）	

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ

常
務
理
事
会

十
二
月
三
日（
土
）

錦
城
閣

理
事
会
・
総
会
・
新
年
会

二
〇
一
七
年
一
月
九
日（
月
・
祝
）

大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

第
三
三
回 

日
本
篆
刻
展　

審
査
会

五
月
二
〇
日（
土
）〜
二
一
日（
日
）

兵
庫
県
立
美
術
館　

王
子
分
館（
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

第
三
三
回 

日
本
篆
刻
展

七
月
一
二
日（
水
）〜
一
七
日（
月
・
祝
）	

兵
庫
県
立
美
術
館　

王
子
分
館（
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

授
賞
式

七
月
一
五
日（
土
）

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

第
一
〇
回 

中
央
研
究
会

八
月
五
日（
土
）〜
七
日（
月
）	

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ
ラ

予

定

展

覧

会

案

内

協

会

行

事

井
谷
五
雲
・
小
朴
圃
・
真
鍋
井
蛙

扶
桑
六
轡
会
書
画
篆
刻
作
品
展

会
期　

九
月
二
八
日
～
一
〇
月
三
日

会
場　

西
泠
印
社
中
国
印
学
博
物
館

齊
平
篆
会
（
真
鍋
井
蛙
）

第
一
九
回 

齊
平
展　
テ
ー
マ
展
示
「
風
」
字
印

会
期　

九
月
三
〇
日
～
一
〇
月
二
日

会
場　

大
阪
産
業
創
造
館
三
階
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
ラ
ザ

併
催
：
会
員
蔵 

生
誕
百
年
梅
舒
適
先
生
作
品
展

畦
石
舎
（
小
朴
圃
）

篆
刻
・
書
・
画　

第
三
一
回 

畦
石
舎
作
品
展

会
期　

一
〇
月
一
日
～
二
日

会
場　

日
図
デ
ザ
イ
ン
博
物
館

遠
邇
篆
会
（
伊
藤
雅
夫
）

第
二
五
回 

遠
邇
篆
会
展

会
期　

一
〇
月
五
日
～
一
四
日
（
一
〇
日
は
休
館
）

会
場　

磐
田
市
立
図
書
館

不
華
篆
会
（
酒
居
石
荘
）

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
見
る
篆
刻
の
展
開

不
華
篆
会
習
作
展
Ⅹ
Ⅹ
Ⅳ

―
「
月
」
字
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
生
活
の
中
に
書
・
篆
刻
―

会
期　

一
〇
月
二
八
日
～
三
〇
日

会
場　

伊
丹
市
立
工
芸
セ
ン
タ
ー

一
一
月
一
五
日
～
二
七
日
に
兵
庫
県
立
丹
波
の
森
公
苑
で
巡
回
展

関
中
印
社
（
平
田
蘭
石
）

第
一
四
回 

関
中
篆
刻
・
篆
書
展

会
期　

一
一
月
一
七
日
～
二
〇
日

会
場　

関
市
文
化
会
館
二
階
個
展
室
他

篆
靄
社
（
古
溝
幽
畦
）

第
九
回 

篆
靄
社
游
藝
展

会
期　

一
一
月
二
五
日
～
二
七
日

会
場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
神
戸

池
田
泥
異
・
喜
多
芳
邑
・
黒
田
玉
洲
・
古
溝
幽
畦

第
二
三
回 

一
隅
会
展

会
期　

一
二
月
九
日
～
一
一
日

会
場　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
神
戸

井
後
雅
堂
・
石
留
之
然
・
稲
垣
華
扇
・
北
田
成
磊
・
東
尾
高
岳

第
三
回 

伍
葉
展

会
期　

二
〇
一
七
年
一
月
二
〇
日
～
二
二
日

会
場　

神
戸
元
町　

み
な
せ
画
廊

編
集
後
記

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
二
〇
一
五
で
南

ア
フ
リ
カ
に
歴
史
的
な
勝
利
を
収
め
、
一
気
に

ラ
グ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
火
が
付
い
た
。
難
し
い
ル
ー

ル
は
解
ら
な
い
も
の
の
テ
レ
ビ
で
ラ
グ
ビ
ー
の

試
合
を
見
る
機
会
が
増
え
た
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
一
九
九
三
年
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

の
年
。
サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
。
ガ
ラ

ガ
ラ
だ
っ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
に
サ
ポ
ー
タ
が
押
し

寄
せ
、
満
員
の
中
で
試
合
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
競
技
者
人
口
も
増
え
、
今
で
は
世
界

で
活
躍
す
る
日
本
人
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
数
多
く
存

在
す
る
。

　

書
道
界
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登

録
『
日
本
の
書
道
文
化
―
書
き
初
め
を
特
筆
し

て
―
』
の
登
録
を
目
指
し
て
い
る
。
是
非
登
録

が
実
現
し
、
こ
れ
を
機
に
書
道
ブ
ー
ム
に
火
が

付
き
、
書
道
人
口
が
増
え
て
、
篆
刻
を
志
す
人

達
が
多
く
現
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

（
戸
出
九
廬
）

編
集
：
会
報
部

酒
居
石
荘　

木
村
容
庸

内
田
真
弓　

戸
出
九
廬

お
気
づ
き
の
こ
と
、
ご
意
見
な
ど

事
務
所
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

FAX  072-760-3853

MAIL  info@
n-tenkoku.jp

慶
事
報
告

祝　

常
任
顧
問　

尾
崎
蒼
石
先
生

　
　

平
成
二
八
年
度
大
阪
府
知
事
表
彰

　
　
（
芸
術
文
化
）
受
賞

　
　

平
成
二
八
年
五
月
三
日
付

祝　

理
事
長　

井
谷
五
雲
先
生

　
　

中
国
芸
術
研
究
院
篆
刻
芸
術
院

　
　

研
究
員
就
任

　
　

平
成
二
八
年
六
月
三
〇
日
付

弔
事
報
告

悼　

名
誉
理
事　

久
米
義
山
先
生

　
　

平
成
二
八
年
年
八
月
五
日
没


